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平成22年 12月期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成22年１月28日に公表しました平成22年12月期（平成22年1月1日～平成

22年12月31日）の業績予想について、下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 業績予想の修正について 

平成22年12月期第２四半期連結累計期間業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

（金額の単位：百万円）  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 5,100 △180 △125 △145 △5円12銭

今回修正予想（Ｂ） 5,095 △200 △125 △180 △6円33銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △5 △20 0 △35 －

増 減 率（ ％ ） △0.1 ― ― ― －

（ご 参 考）前期第２四半期実績 

（平成21年12月期第２四半期） 
7,906 △223 △217 △940 △33円22銭

 

 

平成22年12月期連結通期業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（金額の単位：百万円）  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 11,000 100 200 160 5円 65銭

今回修正予想（Ｂ） 8,900 △960 △860 △950 △33円56銭

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △2,100 △1,060 △1,060 △1,110 －

増 減 率（ ％ ）  △19.1 － － － －

（ご 参 考）前期実績 

（平成21年12月期） 
12,977 △1,001 △899 △2,073 △73円23銭

 

 

 



 

 

平成22年12月期第２四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年６月30日） 

（金額の単位：百万円）  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 四半期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 4,800 △200 △170 △180 △6円35銭

今回修正予想（Ｂ） 4,780 △170 △110 △140 △4円98銭

増 減 額（Ｂ－Ａ） △20 30 60 40 －

増 減 率（ ％ ） △0.4 ― ― ― －

（ご 参 考）前期第２四半期実績 

（平成21年12月期第２四半期） 
7,571 △191 △148 △726 △25円66銭

 

 

平成22年12月期通期個別業績予想数値の修正（平成22年１月１日～平成22年12月31日） 

（金額の単位：百万円）  

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 
１株当たり

当 期 純 利 益

前回発表予想（Ａ） 10,500 50 100 80 2円 82銭

今回修正予想（Ｂ） 8,400 △900 △800 △850 △30円03銭

増 減 額（Ｂ－Ａ）  △2,100 △950 △900 △930 －

増 減 率（ ％ ）  △20.0 － － － －

（ご 参 考）前期実績 

（平成21年12月期） 
12,429 △759 △688 △1,666 △58円85銭

 

 

２．業績予想修正の理由 

 当第２四半期累計期間における業績は、コスト管理の徹底による損益分岐点の引き下げがほぼ計画どおり進捗

し、売上高、営業損益、経常損益および四半期純損益は概ね計画の範囲内となりました。しかしながら、受注に

関しましては、収益性の良い見込生産品の受注が昨年第２四半期を底として回復基調となり、概ね計画どおり進

捗しているのに対し、自動車業界を中心とする特注試験装置の受注減少が想定以上の長期に及び、受注残高が大

きく減少いたしました。足元の受注には回復傾向が見られるものの、特注試験装置は受注から売上に至る期間が

６ヶ月から９ヶ月程度を要するものが中心となるため、第３四半期以降の新規受注の当期業績への貢献は困難で

あることから、連結および個別とも、前回発表（平成22年１月28日）の第２四半期累計期間および通期業績予

想を下方修正いたします。 

 

（注） 上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報および将来の業績に影響を与える不確実な

要因にかかる本資料発表日現在における仮定を前提としております。実際の業績は今後の様々な要因によっ

て異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 

 


